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審査要旨 
 本論文は、１９世紀イギリスの作家チャールズ・ディケンズの小説における人物造形の実態を
精査したものである。いわば文学作品のキャラクター研究ということになる。ディケンズの作中
人物は、その多くが E.M フォースターの唱えるフラット・キャラクター（平面的人物）という概
念のもとに理解されがちである。その種のキャラクターは、強く太い輪郭をもって色あざやかに
描かれるから、ひときわ目立つ存在として読者の記憶にも残りやすい。同時にまた、それらのキ
ャラクターはカリカチュアやタイプと化して作中に生き、それがため、一定の類型的範疇に収め
られがちである。類型とは、寓意や社会通念と結びつきやすいものであるが、ディケンズの人物
はそのような固定的タイプに止まっているかにみえながら、しばしばその枠組から脱却してゆく
様相がうかがえる。本論文はその観点に立って作中人物を再検討しようとする試みである。これ
は、従来のディケンズ・キャラクター研究では等閑視されてきた珍しい着眼といえるだろう。 
 ここではディケンズの前期、中期、後期の代表作を取り上げ、それらに登場する脇役と主人公
との相互関係のうちに、類型からの脱却という論点を打ち出している。本論は二部構成からなり、
第一部では脇役的人物に重心を置きながら、おのおのが主人公との関わりのなかで類型から脱却
していく様相を確認し、第二部では、主人公の消極性がそのまま類型からの脱却につながるべき
展開を、入念なプロット分析によって立証する。第一部に扱う脇役的人物としては、トレント老
人（『骨董屋』）、マグウィッチ（『大いなる遺産』）、カトル船長（『ドンビー父子商会』）の三人で
あるが、彼らが主人公と交わる各場面にあって、プロット進行上における作者の秀抜な技巧が認
められるという。それに絡めて「類型」という概念と、類型からの「脱却」という事象について
論者なりの捉え方を示す。ついては、公開審査会でも指摘されたとおり、個々の事例にあたって
論者は「類型」なる概念をやや大きく捉えすぎている憾みがあるようだ。一口に人物類型といっ
ても、類型化の程度においてそれぞれにグラデーションの差があり、それらを一様に類型の概念
に包みこんで取り扱うのはどうかとの反論があった。たしかに「類型」を規定する論者の押さえ
が少々甘い印象は否めないものの、第一部は次につづく主要過程へ進むための基盤づくり、また
土台固めとも読めるので、上記は大きな欠陥とはならない。 
 第二部では、「目立たない主人公」としてアーサー・クレナム（『リトル・ドリット』）、ジョン・
ハーモン（『我らが共通の友』）、デヴィッド・コパフィールド（『デヴィッド・コパフィールド』）
の三者に注目し、作中におけるめいめいの位置づけと機能に論点が絞られてゆく。それらの主人
公は、ただ「目立たない」地点に安住しているのではなく、目立たないことがそのまま主人公た
る類型からの脱却をあらわし、論者はここに主人公としての新たな存在意義を見出す。論旨の流
れはその点を強調しながら、加うるに、目立たない人物の蔭にはひそかに苦悩する人物像が浮か
んでいるという主張をなす。このような読みもまた、ディケンズ文学の新しい理解を促す機縁と
なるにちがいない。もちろん、ここにも不満がないわけではない。審査会では、論拠が不十分の
まま表現のレトリックに傾いてしまっているくだりがあるとの指摘がなされた。実際、これも本
論の長所を大きく損なうほどのキズではない。 
 本論文の結論としては、作中人物が個々に類型を脱却していくところに新しいキャラクター造
形へとむかう作者の意図を示唆する。すなわち、ディケンズは人物の心理に深入りするかわりに、
類型からの脱却という道を選ぶことで新しい小説の可能性を切り開こうとした、とまとめている。 
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作中人物の特性に切り込むところから始まり、それの一筋縄ではいかぬ局面にふれ、ついにはデ
ィケンズの制作方法の核心に迫ろうとする論究であるといえよう。ただ惜しむらくは、日本語の
文章表現において、やや正確を欠く箇所がわずかながら目につく。引用英文の和訳にしても、さ
らに一工夫が欲しいところである。それについては論者自身も深く反省し、今後の課題として受
止めているようだ。ともあれ全体にわたって、かずかずの文献資料を渉猟しながら慎重に論を進
め、また時代考証や作者の実生活の一面なども混じえながら、広い視野のもとに考察をかさねて
いる点は評価に値するだろう。先行研究にあえてなびかず、むしろそれらの不足をとがめ、ディ
ケンズが企てた言葉との格闘に寄り添うようにして、ここに新しくよみがえる一人の作家像を提
示する。その点、本論はまことにもって野心的な試みであり、今後のディケンズ研究に多大の刺
激を与えうる一成果である。本論文は、審査員全員が一致して博士の学位を授与するにふさわし
いものと判断した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
公開審査会開催日 ２０２０年 ３月２７日 
審査委員資格 所属機関名称・資格 氏名 専門分野 博士学位 
主任審査委員 早稲田大学文学学術院・教授  梅宮 創造 イギリス文学  
審査委員 早稲田大学文学学術院・教授  小田島 恒志 イギリス小説・英米演劇  
審査委員 東京理科大学理工学部教養・教授  松本 靖彦 ヴィクトリア朝文学・文化 博士（名古屋大学） 
 
